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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

①非接触型で、負担なし
②医療機器登録もされてい
る高品質製品の姉妹製品
③IOT化対応により、遠隔で
確認できる

身近な動物の為のヘルスケアソリューションの検討
～連続性のある振動検知による異常検知と、その要因把握の為の取組み～
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提供するソリューション概要

プロトタイプ試作

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

近年規模が拡大しているペット市場だが、健康
管理はというと、飼育者の主観的判断が主な方
法であり、その時点の定点観測にすぎない。人
間のようなウェアラブル型デバイスでの計測は
有効な手段だが、装着することによるペットへ
の負担は大きく、また健康指標は絶対値ではな
く、種類、大きさ別で判断する必要がある。

非接触型の振動(活動量)センサーを用いること

で、連続性のあるデータから異常検知を行う。
異常検知は、個体ごとに平常時のバイタル波形
を基にして、「いつもとは違う」と判断する。その
為の、活動量データ、飼育環境データ、飼育者
データを取得して、アルゴリズムを作成し、本考
え方の有効性を明らかにする。

仮説検証

非接触型
活動量センサー
＋環境センサー

出典：ジェックス社

ケージの下に入れるだけ。
だからペットへの負担なし。

人間でいう呼吸数、心拍数、活動量を測
定。各指標の個体の相対変化により「い
つもと違う」を判定。
またその個体が何をしているかを検知。

仮)呼吸数

仮)心拍数

仮)活動量 リコメンド

時系列の環境情報
元気度スコア

アルゴリズム解析

出典：パラマウントベッド社

見える化とリコメンド

「いつもよ
り温度が低
いし、空気
質が悪いよ
。見直して
ね」

94

センサー設置

検証個体はリクガメを採用。各種データを取
得し、データから「いつもとは違う」を発見する。

RaspberryPi＋センサー

にて、温度、湿度、大気
圧、照度、画像を取得。

データの格納、見え
る化はAWSで構築。

日ごとに総当た
りで、波形の類
似度(回帰分析
MAE、MSE、

RMSE、R2)算出

平均値を出し、一
番他との差がない
ものを標準のモデ
ルデータ(波形)に

設定する

指標値の差で、基
準から一定値離れ
ている場合に「い
つもとは違う」と

判定する。

縦軸：活動量、横軸：時間で日ごとにプロット
類似度が小さい
日は「いつもと
は違い」深夜帯
に頻繁な活動。

協力を得られた動物飼育施設にて、別個体でも検証する方向で進行中。

有識者ヒアリングでは、客観的データによる警告検知は「有効ではないか」との回答を頂いた。

結果

8/10の
活動量
サイクル

8/11の
活動量
サイクル

8/12の
活動量
サイクル

8/13の
活動量
サイクル

8/14の
活動量
サイクル
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